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■視察日程 

  令和元年７月２３日（火）～７月２５日（木） 

 

 

■視察先 

  ７月２３日     大阪府高槻市 

 

  ７月２４日     兵庫県神戸市 

 

  ７月２５日     岡山県備前市 

 

■視察参加者 

【委員会】委 員 長  前川 祥子 

副委員長  村川 清則 

委  員  大倉 裕一 

委  員  橋本 隆一 

委  員  古嶋 津義 

委  員  村山 俊臣 

 

【随 行】議会事務局   上野 洋平 
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■視察先及び目的 

 １ 大阪府 高槻市 

  『業務継続計画（地震対策編）について』 

   本市は平成２８年に熊本地震を経験し、災害時の行政運営について身をもって体験

したところであるが、未だ未来の災害に対応したＢＣＰ（業務継続計画）の策定に

は至っていない状況である。このような中で、大規模災害時において行政も被災す

ることを考慮の上、国の定めたガイドラインに従い、災害応急業務・復旧業務と通

常業務のうち、災害時においても優先度の高い業務を非常時優先業務として選定す

るとともに、職員の参集率と業務継続に係る必要人数を整理した「業務継続計画（Ｂ

ＣＰ）【地震対策編】」を策定された高槻市を視察することにより、今後の委員会活

動に生かすことを目的とする。 

 

 ２ 兵庫県 神戸市 

  『神戸市災害時物資供給マニュアルについて』 

   近年の大規模災害では、集積・配送拠点において救援物資の滞留が見られ、個々の

避難所まで円滑に行き届かない等の問題が生じており、本市においても熊本地震の

際には、救援物資の受け入れや配送に苦慮したところである。このような中で、大

規模災害の発生時に被災者へ迅速かつ安定的に物資が供給できるよう、救援物資等

への対応や集積・荷捌き・配送方法などを定めた「災害時物資供給マニュアル」を

策定された神戸市を視察することにより、今後の委員会活動に生かすことを目的と

する。 

 

 ３ 岡山県 備前市 

  『定住促進事業について』 

   本市においても、人口減少社会の到来や少子化・高齢化の進行、生産年齢人口の減

少による社会背景を踏まえ、近隣市町との定住自立圏形成協定や婚活支援などの事

業を行っているところである。こうした中、２０１７年地方創生政策アイデアコン

テストにおいて、優秀賞を受賞された、備前市の定住促進事業（「ついで」の＋３

Ｈから「つい・・・」での＋１０Ｈ（住）プロジェクト）を視察し、今後の委員会

活動に生かすことを目的とする。 
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大 阪 府 高 槻 市 

                                         

 

１ 視察日時  令和元年７月２３日（火） １３：３０～１５：００ 

 

２ 調査事項  『業務継続計画（地震対策編）について』 

 

３ 事業内容（説明内容） 

※別添資料のとおり。 

４ 主な質疑応答 

Ｑ１  大規模災害時に、職員の中で亡くなる方は想定されているのか。 

Ａ１  亡くなるではなく、来れないという形で書いてますが、資料３ページの職員参集

予測の結果で、全職員数のうち１ヵ月以内の参集人数を２１００人としているの

は、１０％は何らかの事象があって来れないという設定の中で、３時間以内から

１ヵ月以内まで全部人数を引いた状態で設定をしております。 

Ｑ２  この業務継続計画について、職員の方々はこれは間違いなく知っておかなくては

ならないと思うんですけれども、市政協力員さんとか、あるいは地域のリーダー

的な存在の方とか、そういった方々に市がどういった動きをするのか、自分たち

がそれに合わせてどういう行動をしなきゃいけないのかを知っておく必要があ

ると思いますが、そういった方々への周知はどのようにされているか、どの段階

までされているか。または、市全般に広報という形でされているのか。 

Ａ２  ＢＣＰはどちらかと言うと市の職員用のマニュアルという中で、地域の方にご紹

介といいますか、周知はしてない状況です。ただ、これには載っていない「避難

所の運営」が抜けていると課題でも言いましたが、避難所の運営の方に地域の

方々も参画してもらいたいという意図がありまして、昨年の地震においてもその

辺が課題等ありまして、これが大規模災害だったら地域の方も避難所に入ってお

手伝いされるのかもしれませんが、避難者数もそこそこ多かったですが、手伝わ

なくてもいいのではないかみたいな感じになったりして、結局、市の職員がかな

り疲弊いたしました。避難所につきましては、６６ページに避難者数と避難所開

設数のグラフを載せておりますが、１３２ヶ所市の避難所があるうち、１０７ヶ

所が初動で開設したと。２日目が避難者数のピーク、６１３人をむかえました。

その後避難者数は急激に減って、避難所も閉鎖していくということにはなったん

ですけども、最終的には４７日目の８月３日まで避難者が残ったというところで。

当然、被害が甚大ではなかったといってもですね、一部住むには堪えないような

住宅、倒壊まではいってないんですけれども、住めないような住宅とかはありま
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して、避難所の開設がかなり長期化いたしまして、職員の疲労といいますか、な

かなか大変なものがございました。地域の方々につきましては、いわゆる自治会

単位で連合自治会的なものが３２あるんですけども、そちらのほうで地区防災会

というのを結成していただいておりまして、避難所運営について協力をいただき

たいというような話を、ずっとお願いしてきて、各コミュニティの方々につきま

しても、避難所についての避難所運営マニュアルであったり、地域から避難所へ

の参画、といったようなテーマでですね、これまで準備はしてきたものの、やは

り北部地震を受けて、なかなかそうはうまく回らなかったというところがござい

ます。 

     そういった中で地域の方々には、やはり避難所の運営、そちらのほうに協力し

ていただきたいと思っております。この地震のあと、各コミュニティとも打ち合

わせ会議等しましたし、その後今年の２月に市域全域で大防災訓練を実施いたし

まして、１３２ヶ所の避難所のうち４０ヶ所については避難所運営訓練というの

も各地域に取り入れていただきまして、まずは何時に地震が発生したという中で、

各地域に避難所運営委員会の立ち上げというのをやっていただいた中で、避難者

が例えば段ボールベッドを組み立てたり、給水タンクを組み立てたり、そういっ

た避難者と地域の方、みずからが運営委員会を立ち上げて、「あなたは段ボール

ベッドを組み立ててください」「あなたは給水タンクを組み立ててください」そ

ういったような訓練を今年度から、より具体的に災害時に動いていただくように、

動けるような環境づくりを今始めたようなところです。これまではどちらかと言

うと段ボールベッドの展示みたいな感じで、見ていただくだけだったんですけど

も、今回の訓練では、避難者と地域の方々が協力して運営をしていくというよう

な、実質的な取り組みを訓練の中で取り入れていたというところでございます。 

Ｑ３  職員の災害時の登庁について、実際に災害に遭った時に、例えばメールを使って

とか、ＳＮＳを使っての安否確認とか、そういうやつをして実際に庁舎の方に参

集できるよというような把握がされているか。同じように議会の方で、議員さん

の安否確認はどういった形で取り組みをされているのかということもお聞かせ

下さい。 

Ａ３  まず職員の方は、やはり地震発生時にはなかなか電話が繋がりにくいというのが

ございましたので、今は職員も大概はスマートフォン持ってるケースが多いです

ので、色々話を聞くと、各職場でＳＮＳとかライン等の手段で連絡を取って、安

否確認を行ったと聞いております。また、避難所開設する職員は、震度５強以上

の地震が発生した場合には、指示を待たずに避難所に参集となっております。そ

の他の各職場に参集する職員は、電車も運休していたので自家用車やバイクや自

転車などを使って出勤し、地震発生当日の午前１１時には、約７割程度が参集出
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来ており、夕方には約８割程度が参集出来ました。今回の地震によって家が倒壊

したとか、大怪我をして来れなかったというのは無かったと聞いております。 

    議会の方は、各議員の緊急時のメールアドレスを用いて今までは安否確認を行っ

ていましたが、１月に高槻市議会の「災害時初動及び平常時等における行動マニ

ュアル」というのを議員さん発議で策定されまして、こちらから発信しなくても

災害時は議員みずから安否を連絡するというルールになりました。また、災害時

は事務局職員が職場にまだ来ていない場合もあるので、電話を取れない可能性も

あることから、ＦＡＸやメール等の履歴の残る連絡手段で、自主的にご連絡くだ

さいということになりました。マニュアルではそのほか、危機管理部局とか災害

対策本部に議員個々で連絡されて、情報収集や要望を伝えると本部が対応に追わ

れ業務に支障をきたすケースもあるため、事務局を通して一括して本部との連絡

を取り合い、対応することなどを定めたところです。 

Ｑ４  職員の異動があるが、そういった部分での連携はどう考えているか。 

Ａ４  職場での防災に関する研修を毎年必ず行うよう指導しており、報告書を添付して

最終的に研修実施報告をしてもらうようにしております。また、マニュアルの見

直しも適宜お願いしており、少なくとも年に一度は名簿の修正や中身の変更等を

各部局に依頼して提出させているので、そういった形で対応しております。 

Ｑ５  策定していたために、良かったことは。 

Ａ５  平成２９年にＢＣＰに基づく図上訓練をやった際に、各部局から集まって１００

人くらいの規模で対策本部を会議室に作って、色々な状況を付与して、各部局が

対応に当たり、それを本部会議に報告して市長などに決裁を仰いだり連絡を行う

といった訓練をしました。その時に、被災者支援関係のことも状況付与を行いま

したが、例えば「被災者生活再生支援法」という法律などはなかなか普段関わる

ことがない中で、その言葉すら知らない状況でしたが、たまたまその訓練時に状

況付与して、こういったことも災害時には対応しなければいけないという認識を

持つきっかけになったのは確かです。実際、大阪北部地震の時にこのＢＣＰは、

（大規模災害ではなかったため）休止業務のところではなかなか活用が難しかっ

たところはありましたけども、通常業務と災害時業務を列挙して、災害時にやら

なければいけない業務を全て洗い出したという面では、ＢＣＰはチェックリスト

機能も有していますので、その意味では策定して図上訓練をやった甲斐はあった

と思いますし、北部地震での対応には役立ったのではないかと考えております。 

Ｑ６  大阪北部地震以降に、防災士が増えたとか、そういうことはありますか。 

Ａ６  高槻市では、防災指導員という名前で年に一回講習をやっております。本市独自

でやっている講習なんですが、４００名くらいの指導員を養成しております。高

齢の方が多いので、もう辞めたいという方がいたり、お亡くなりになる方もいた
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りするので、毎年４０～５０名くらいは補充する必要があります。また、指導員

の業務を忘れないようにフォローアップ講習も実施したり、熱心な方にはレベル

アップ講習を受けていただいたりして、指導員のフォローを行っております。 

Ｑ７  高槻市における自主防災組織の組織率はどれくらいか。 

Ａ７  ほぼ１００％でやっております。自主防災組織の上に、地区のコミュニティが主

体となって組織する地区防災会を数年前に起ち上げております。自主防災組織は

地元で安否確認を行ったり、避難所まで連れて行ったりしますが、地区防災会は

避難所の運営に中心的に取り組むということで、現在は訓練等で指導を行ってお

ります。 

Ｑ８  議会の行動マニュアルについては、いつごろから取り組まれていたのか。 

Ａ８  たまたま、北部地震後に策定することになりましたが、数年前から策定しようと

いう動きはありました。震災前から視察などで、そういったマニュアルを作って

おられるところにも行ったりしていましたし、いよいよ震災を経験して、急いで

作らなければということでございました。ホームページにもこの行動マニュアル

は掲載しております。 

視察の様子 
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兵 庫 県 神 戸 市 

                                         

 

１ 視察日時  令和元年７月２４日（水） １０：００～１１：３０ 

 

２ 調査事項  『神戸市災害時物資供給マニュアルについて』 

 

３ 事業内容（説明内容） 

※別添資料のとおり。 

４ 主な質疑応答 

Ｑ１  人材のことで、民間の方も行政の方も退職をされますが、技術や知識のあるそう

いった方々の退職後の活用についてはいかがですか。 

Ａ１  まだ、そこまでの議論は出来ていないです。今度の検討会で提案したいと思いま

す。人材のことで言いますと、阪神淡路大震災を経験した方を、市はそういった

方々の人材バンクを作って、他都市から要請があれば語り部として派遣したりと

か、そういったことはやっています。 

Ｑ２  ７ページの物資円滑供給に向けた検討へというところで、空・海・陸の拠点とあ

りまして、その詳細が１３ページの集積・配送拠点として書いてあるのですが、

この本庁舎には集積とか配送の機能というのはどの程度持たせてあるのでしょ

うか。 

Ａ２  市の職員用の備蓄は別途、本庁と区役所に備蓄してまして、私も本庁のどこに何

食分あるかは存じてません。本庁舎には市の職員用の備蓄はあるんですけれども、

まず避難所にしてないんですね。阪神淡路大震災の時の教訓として、最初ここに

たくさんの市民の方が避難されて、１階や２階にいっぱい避難された方々が毛布

で寝ておられたんですが、悪いことではないんですが、ただ本庁舎はやはり避難

所化してしまうと本来の仕事が出来ないので、しばらくしてからお移りいただい

たんですね。その反省もあって、本庁舎はまず避難所にしてないんです。区役所

もしてなかったと思います。だいたい小学校とか中学校とかそういうところで、

市の職員が本来業務とか連絡調整とかしなきゃいけないところに、避難所に来ら

れた避難者をお世話する仕事がミックスしてしまわないようにと考えておりま

す。 

Ｑ３  人口が１５０万人ということで職員数も多いと思いますが、訓練の規模はどれく

らいのものをされているのか。また、その訓練の周知とかはどこまで、どのよう

にやっておられるのか。 

Ａ３  今はグリーンアリーナなどは所管が建設局だったりするので、その施設の所管局
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と訓練をやっております。区役所と連携して訓練をやることも大事だと思います

が、去年やった訓練はもうちょっとピンポイントといいますか、「ほんとにこの

グリーンアリーナに物を運んで、出し入れできるのか」そういう初歩的な段階で、

避難所まで運び届ける訓練まではやってなくて、要は拠点に物を運んできて、中

に入れて、中から外に出すところまでです。ほんとは避難所に実際持っていって

おろすとこまでやれてないんですね。そこまでの訓練だったら、区役所の人と一

緒にやりますし、そこまでやるのが理想ですが、何分まだ出来立てほやほやのマ

ニュアルで、我々が絵に描いたようにほんとに物が入るのか出せるのかまでをや

っただけです。おっしゃるようにどこまで訓練の幅を広げるのか、全部やろうと

思うと物凄い大掛かりな、関係者も増えますし、また備蓄物資の入れ替えのタイ

ミングであればいいですが、物を大量に買って運ぶ訓練に使うと物が無駄になり

ますから、そういう訓練が出来るかどうかがわからないんですが、当面は図上訓

練だけでも意味があると思ってます。特に海のルートの話ですが、海を使うとき

は２つの場合があります。一つは陸が全く動かないとき。もう一つは陸より海で

運ぶ方が有利、大量に運ぶ時ですね。大量に運ぶ時、重たいものを運ぶ時は海が

いいと。そういった重たいものとか大量に運ぶ訓練が実は無理だと思うので、図

上訓練しかなかなかできないと。ただ、市町村の役割は国や県が持ってくる物資

を受け入れて避難所に運ぶところが我々の仕事ですから、遠いところから物資を

運んでくるという部分は国の仕事かもしれません。なので、上流から下流まで、

物資を運ぶところから避難所に届けるまでの全てを訓練しようと思ったら、国・

県・市全部でやらないといけないので、そこまでやれるかどうか私たちも自信が

ないんですが、国の方々にはメンバーに入っていただいてますし、国の方で物資

を運ぶ訓練というのを実施されることがあれば、事前にその予定を聞いて、同じ

日に我々の訓練を行うことも考えられますが、そこまではまだ決まってないです。 

Ｑ４  頭の中では、確かに物資の流れを確認するために書類が必要というのはわかるん

ですが、このマニュアルが活躍するときというのは非常時ですから、停電なども

ありますし、パソコンが動くかどうかわからないという中で、物資の様式をどう

やって作るのか。 

Ａ４  本当はありとあらゆることを想定したマニュアルを作るべきですが、災害のマニ

ュアルというのは、いろんな災害の想定がされるので、想定条件をもとに全てを

網羅するように作ると逆に煩雑になりすぎるということがあって、でも必要かも

しれなくて。停電したらどうするかというのは、このことに限らず全ての防災に

言えることなんですけど、こういう書類を作るということを決めておけば、これ

がひとつのよすがになって、電話で書き取ってこれに近いものを応用的に作れる

のではないかなと。こういうものが無いと人によって全然書き方も違えば、メモ
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さえ取らない人も出てきたりするから、こういうものが要るということを前提に

しておけば、近いものを手書きで作っていただくしかないと思います。電話でこ

の様式に近いことを喋っていただければ、電話受けた側もこの様式に近いことを

メモすることが出来るので、混乱は少ないのかなと。本来こうあるべきというも

のを示して、応用していただくためのひとつのよすがになるのかなと思います。

いろんな車のルートにしろ、人が集まるかどうかにしろ、全くわからないんです。

フォークリフトが来るかどうかもわからないし、１０トン車が手配できるかもわ

からないし、ある意味わからないことだらけなんですが、ただ出来たらこういう

ふうになるんだよという、ひとつのパターンを示して、出来なかったらここから

その都度応用してその場その場で判断いただくための拠り所ですね。そうしない

と、「これが出来なかったらこうする」と書くことは出来てないんですが、おそ

らく災害のマニュアルはそういう部分があるんじゃないかと思います。 

Ｑ５  指定されている避難所以外にも、避難所のキャパが足りなくて、地域の中で小さ

な集会所に集まって避難所的なところが出来上がった場合、そういうところへの

供給物資というのは、どんな流れになるのでしょうか。 

Ａ５  このマニュアルは避難所にお届けするところだけを役割として作っております

が、これとは違う防災全体の話、避難所運営の話で言いますと、避難所は地域防

災計画にちゃんと地域の人口に見合うようにどこにどんな避難所があるか書か

れていて、そこに行ってくださいというのも広報をしてハザードマップにも書い

て十分周知はしておりますが、それでもおっしゃるように避難所に行かずに自主

的にどこかに固まっておられるようなことがあったら、どうやってその方々をお

助けするかというのは、別の意味での課題だと思いますが、逆にそういうことを

想定して何かするというよりは、そういう方々に指定の避難所に来ていただくた

めにはどうしたらいいかという発想はしております。それでもそれを完全否定す

るんではなくて、それをどうするかというのはありますね、避難所に物資を取り

に来てもらうのか。このマニュアルはまだそこまでの、末端のところまでは扱い

きれてないですね。ご指摘のことは避難所運営上つきまとう課題ではあります。 

Ｑ６  発災時、発災後というふうにフェーズ毎に分けて事細かく災害の対応をされると

いうところまできております。発災後に災害という状況もそれぞれ違って、東日

本大震災では津波であったり、こちらの阪神淡路大震災の時には火災であったり、

そうした状況の中で、今回のマニュアルは火災も考慮した上で策定されておられ

るか。 

Ａ６  正直言ってそこまで考えてないです。むしろ阪神淡路のときは密集市街地で、木

造住宅が多いあたりで火災が起こって、しかも巷で言われてるのは、ブレーカー

を入れっぱなしで逃げて、また電気が通った時に、電気ストーブに通ってしまっ
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たり、あるいは漏電してるところから火災が起こったりとか、ブレーカーの問題

がひとつあるんではないかとか、いろんなことが言われておりますが、そういう

火災を防ぐことについては、感震ブレーカーとかをＰＲしたりとか、当時に比べ

ればもう２５年経ちますから、耐火構造の家もかなり増えていると思いますし、

当時のようにはならないようにすることを、別途アピールする施策はやってます

が、それをこのマニュアルに取り込むようなことはちょっと出来てなくて、これ

はこれでどうやって運ぶかだけを考えてしまっていて、本当はいろんな場合を想

定して、作らなきゃいけないし、今後の課題にちょっと書ききれてないかもしれ

ませんけど、よりいいものにしていくためには、いろんな場合を想定してどこま

でここに書き込めるかというのは課題だと思ってます。ただ一方で、マニュアル

というのはあんまり場合分けを多くすると、今度は読むのが大変で、ちょっとそ

のジレンマがあるんですが、またその辺は委員の方々と相談して、可能性の高い

ことはやはり書いておくべきだと意見もあろうかと思います。物資供給の問題と

いうよりは、もっと高次の話で、いろんな災害が起こった時に、避難をどうする

のか、避難所運営をどうするのかというもっと次元の高いお話だと思ってて、こ

のマニュアルは大きな防災の一部の物資供給をどうするかということなんです

が、上流側の問題ももちろん関係してきますけど、ちょっと難しい課題で、この

ことをメンバーで話した時にはそこまで出来てないです。 

 

 

 

視察の様子 
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岡 山 県 備 前 市 

                                         

 

１ 視察日時  令和元年７月２５日（木）  １０：００～１１：３０ 

 

２ 調査事項  『定住促進事業について』 

        「「ついで」の＋３H から「つい・・・」での＋10H（住）プロジェクト 

３ 事業内容（説明内容） 

※別添資料のとおり。 

４ 主な質疑応答 

 

Ｑ１  各課から手を挙げていただいて来ていただいてると思うんですが、それぞれに仕

事もあってなかなか集まるのは難しいでしょうし、また各課の課長さんやいろん

な方が、「この忙しい時に他の仕事やってんじゃないよ」みたいなことは無いの

か、調整はどのようにやってこられたのか。時間的にも１７時半に終わってから

時間外でされていたのか。 

Ａ１  おっしゃるとおり調整には大変困りました。一番最初に企画課の中でチームを立

ち上げて、そこのトップが、それぞれの所属の長に協力依頼はしておりました。

ただ時間的なことを言うと、一番最初は定時後１７時半くらいから集まって、１

時間で時間を切ってやっていたというのが実際のところです。ただ、それだけで

は足りなくなってきます。その時は、１６時半とか１６時から始めるということ

で、ご理解をいただいてきたというところしかありませんけれども。割と備前市

としては理解があったほうではないかと思います。もちろん普段の仕事の中で、

忙しい時期というのはありますので、だいたい今は９人くらいでチームは動いて
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いますけれども、だいたい半分くらいですね集めてちゃんと呼ぶのは。その中で

流動的にやっているという感じです。アイデアコンテストの前というのは、ほん

とに毎週くらい集まってアイデアを詰めていって、これをこうするという役割分

担でまた持ち帰って自分でやっていくというのをしたんですけれども、それも毎

週で集まれるのは１０人中３人くらいなんですね。その３人でとりあえず決めて、

チーム内でメールとか一同で集まらなくてもデータでやり取りなんかをして進

めていったというのが現状です。 

Ｑ２  例えば、今は各課から寄っておられますが、これに特化した一つの課として、あ

るいは係として、通常の仕事としてやろうというお考えはないのでしょうか。政

策提言課とかチームリーザスという名前の課を作るとか、いろいろな政策を提案

していく担当課とするような方向性はないのでしょうか。 

Ａ２  私が聞いた範囲ですと、そこまでの人的な余裕は無いということだと思います。

あとはそれよりも、今ちょうど働き方改革もスタートしてますので、例えば、自

分の担当の仕事は確かにあります。市役所の職員ですので副業ではないんですけ

れども、それと別の考え方といいますか、まちづくりとか定住とかなんでもいい

んですけれども、そういった別のものを考えるという仕組みといいますか、そう

いうのが必要なのかなと私は思っておりまして、一つの部署としてというよりは、

自分の仕事をしながらその空いた時間でもいいから、他に例えば備前市のことを

考えるであるとか、ボランティアでもいいですし、そういったことをするという

時間を持つというほうが、やはり職員としてはいいのではないかと思います。 

Ｑ３  当初メンバーの１０名はみなさん手を挙げられたのか。それとも各部署から１名

づつ出してくれとお願いをされたのか。 

Ａ３  基本的には全て手を挙げて、あと何名かは企画課から、こういったテーマでやり

たいからという誘いを受けた人もおります。 

Ｑ４  定住自立圏構想というのをお隣の市町村と組んだりとかがあると思うが、備前市

さんはどうですか。 

Ａ４  お隣兵庫県の赤穂市と上郡町と備前市の３つで、２市１町で行っております。東

備西播（とうびせいばん）定住自立圏といいます。 

Ｑ５  総合計画が方向性としては一つあると思うのですが、大きな流れとしては人口を

増やそう、定住していただこうということで、その方向性では同じ方向だったと

いうことだと思うのですが、具体的な施策――実施計画というところになると、

この取り組みというのがまた新たな部分に盛り込まれていくような形になるの

か、それともそういった方向性で動いてきてたというところがあったのか。 

Ａ５  たしか、総合計画を作る時期と、まち・ひと・しごとの総合戦略を策定する時期

が、ちょっと重なってた時期がありまして、もちろん総合計画というのがあって、
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その下に総合戦略があるということで、同時期に同じようなものを作っていたと

いうのもありますので、ちょっと先に総合計画が出来て、それに合わせたもので

総合戦略は出来たとは聞いております。その中で私たちのチームを、やってみな

いかというふうな方向性で、できたというのはあるのと、チームとしてはまあ何

でもいいからやってみなさいというような割と自由にさせていただいたという

ことなので、その中でその計画に沿うものがあればやったらいいじゃないかとい

うことぐらいで私も最初聞きましたので。チームの中では特に方向性は無いので

すが、企画部門では確かにきちんと出来ているのかなというふうには感じており

ます。 

Ｑ６  最初は緩やかな感じで、実際に政策化に結びつかなくても、こういった取り組み

で議論をやって、というようなフワッとしたところだったのが、現在としては、

ここまでやったんなら事業化して予算もつけてやってみたらどうかというよう

なことに変わってきたということでしょうか。 

Ａ６  ほんとに正直に言うと、コンテストで賞をいただけなければ僕らもう解散してた

んじゃないかなというふうに思っておりまして、賞を取ったんだからやれよとい

う話があったのと、予算的にはほとんどつかなかったですね。我々のチームの活

動とか企画部門での予算というのは無いんです。ですので、担当部署で出来そう

なものにくっつけていくとか、これどう？みたいにうちから推していくみたいな

話で進めていくのが現状ではあります。先ほどお配りしたナイトバーのイベント

などは、ほんとにゼロなんですよね、資金としてはありません。我々も市役所の

職員として参加ではなくて、全部ボランティア、休みを取って行ってそこの部分

はやっております。逆にそれで自由にやれたと言いますか、色々な方と繋がると

いうかお話ができるのと、そうすると若手の備前焼作家の方も、青年会議所の関

係でお知り合いになれまして、今後そういうふうなイベントがあったら我々も一

緒にやらしてくれというような話につながりつつあるということですので、予算

があるのが良いのか悪いのかを今考えると、最初お金がないところからスタート

したので困ってたんですけど、人とのつながりで考えると自由にやれるのは良い

面なのかなと思います。 

Ｑ７  包括連携協定をミサワホームグループさんと組んでいらっしゃるということで

すが、資金的なところや人材的なところとか、土地とか場所（の貸し出し）の他

に、どういった内容となっているのか。ご紹介できる範囲で。 

Ａ７  先ほどお話ありましたように、３０年２月に包括連携協定を結びまして、工場が

あるからということでやっております。特段お金がどうのこうのとかいうのは無

くて、市がこれから行っていく事業の中でアドバイスをいただいたりとかいうよ

うな形で、ほんとはミサワホームさんの費用も発生してると思うんですけども、
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その辺はお互い話し合いながら、必要なものについては当然お金を払ったりはし

ておりますけど、特段大きなお金がかかっておるとかいうふうなものは無いです。

先ほどの工場で行ったイベントも色々と協賛金とかいただきながらやった面も

ありますので、そういったところではかなり協力をしていただいております。 

Ｑ８  対価もなく、予算もないというような状況の中で、時間外勤務ということでこの

自分たちの故郷をどうにかしたいという思いの人たちが、ほんとにこれからも続

けて集まってくれるのかどうかと、そこは今後どういうふうに考えていかれるの

か。 

Ａ８  我々も企画部門での外部団体というか、職員の集まりというふうなことでさせて

いただいているんですけれども、実はどちらかというと、チームを作ってどんど

ん施策を出していこうというのではなくて、先ほど申し上げたように自分の仕事

はあるけれども、やっぱり色々な視野を広げるというのは、今後市役所の職員に

は必要であるとか、それから施策を作るにあたって、やっぱりデータというのは

必要ですよと。 

ぶっちゃけた話、私たちも議会の質疑であるとか委員会の質問であるとかってい

うのを、聞く機会があるんですけれども、その説明は課長たちがしている中で、

実際はでもね、ていうところはやっぱりあります。それもデータとしてきちんと

伝えるべきことなんじゃないかというところを、（データが）ある上での話もけ

っこうあると思いますので、若いうちからちゃんとしたデータをもってきちんと

説明をしていく、施策はこれが必要なんだということを伝えていくというのは、

やっぱりその材料には必ずなってくるので、このデータ分析というところも含め

て、そういうところの若い世代の人材育成というのが必要になってくると考えて

おりますので、そこに力を入れるということですね。アイデアコンテストに出す

というような派手なところではなくて、ほんとにきちんとした人材育成をしてい

くというところに重きを置いたら、おそらく企画部門としてもいろんな企画やア

イデアというのは自然に出てくるのではないかと考えておりますので、そこに力

を入れていくというところに進めていくべきかなと考えております。 
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視察の様子 

 

   

 

   

 

 

 

 




































































